
ユニ・チャームの島田でございます。本日はご多忙の折、ユニ・チャーム株式会
社、 2023年12月期第3四半期決算説明のWebカンファレンスにご参加賜りまし
て、誠にありがとうございます。早速、内容の説明に入らせていただきます。
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最初に、2023年12月期第3四半期決算の概要でございます。

2



資料3ページをご覧ください。
こちらが2023年12月期第3四半期決算の総括になります。
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それでは、4ページにお進みください。連結決算のハイライトでございます。
2023年12月期第3四半期決算の業績につきましては、売上高は6,874億円、5％
の増収となり、第3四半期累計期間としましては6年連続で過去最高を更新し、コ
ア営業利益は927億円、1.2%増益となりました。
当第3四半期では、7月からの原材料単価の下落はあったものの、ドル高・ロー
カル通貨安の影響もあり、原材料費は高い水準で継続いたしました。

そのような中、引き続き、高付加価値商品の価値転嫁を進めたことなどによりま
して、粗利益率は第2四半期よりもさらに改善させ、その結果、コア営業利益率
は13.5%となりました。

まだ、前年下期を下回る利益率ではございますが、着実に四半期ごとに改善で
きております。

連結業績予想につきましては、表の右端にありますように、売上高、コア営業利
益の進捗は遅れている状況ではありますが、親会社所有者に帰属する当期利
益の進捗は、インドの保険金入金がございましたので、今のところ想定線で推
移しております。

それでは、業績ならびに業績予想の進捗の詳細について、次ページ以降でご説
明いたします。
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資料の５ページをご覧下さい。
四半期別の業績推移でございます。

当社が扱う商品は生活必需品であり、継続的な価値転嫁を進めながら安定した
売上高成長ができており、当四半期も第3四半期としては過去最高の売上高と
なりました。
また当第3四半期は、中国の一時的な業績低下の影響もあり、減益となりました

が、引き続き日本を中心とした価値転嫁の推進と、下期から反転した原材料費
のコストダウンなどにより、粗利率は着実に改善できました。
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資料の6ページをご覧ください。次に、コア営業利益の増減でございます。
販売管理費については、売上高比率として0.1ポイント悪化し、また、増収に伴い
増加した費用の部分もありましたので、販売管理費全体では約84億円増加いた
しました。

その中では、広告費が29億円増加いたしました。これは価値転嫁を浸透させる

過程において、日本のペットケアや、インドネシア、北米ペットケアなどで、さらな
るブランド認知向上の広告投下を実施したことなどが主な要因となります。
次に、その他の費用項目で67億円増加しているのは、人件費が一番増加し、次

に業務委託費、研究開発費、旅費交通費、市場調査費などがその要因でござ
います。

一方、物流費については、売上高比率が0.6ポイント改善したことで減少しており

ます。中でも、日本における価値転嫁による単価アップで、出荷数量が減少し、
物流比率が改善いたしました。

次に、粗利益に関する項目ですが、原材料関連は、現地通貨安がさらに進みま
したが、7月から原材料単価は下がり、7月から9月の3カ月の期間ではコストダ
ウンとなりました。
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その結果、粗利益は、上期の約125億円減少から約105億円減少へと改善いたし
ました。

これを吸収するにあたり、日本やインド、インドネシア、ブラジルなどで、継続的な
付加価値商品の展開によって価値を上げ、価値転嫁が浸透し、原材料関連費用
を吸収できました。
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次に、資料7ページをご覧ください。所在地別セグメント情報でございます。

まず、日本におきましては、売上高は4.5%増収、8.8%増益となり、コア営業利益

率は、円安に伴う原材料価格高騰の影響などもありましたが、価値転嫁が浸透
した結果、0.8ポイント改善し、19.6%となりました。
下期に入り、7月からは原材料価格の上昇はピークアウトしたものの、昨年と比
較し、円安がさらに進んだこともあり、まだコストアップの状況は続きました。

また、COVID-19が感染法上5類へ引き下げられたことから、マスクの売り場の縮

小が継続し、業績の減退はありましたが、昨年から継続しているペットケア、ベ
ビーケア、ウェルネスケアなどで、予定通り価値転嫁を進めたことによって増益
となりました。
中でも、ペットケアが10%台後半の増収を上期から継続し、ベビーケアは一桁後

半の増収、またマスクを除いたウェルネスケアも一桁後半の成長となり、日本の
業績を牽引いたしました。
次に、アジア地域についてです。アジア地域につきましては、売上高は2.6%増収、
コア営業利益は16.1%減益、コア営業利益率は10.3%となりました。アジア主要

国においても、原材料価格の高騰の影響を受ける中、一部で販売価格の調整
はあるものの、ほぼ予定通りの価値転嫁を進めることができましたが、中国の
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一時的業績低迷が影響し、増収減益となりました。

その中国については、フェミニンケアが、第1四半期では流通在庫圧縮で在庫が
減少する中、6月末に向けてCOVID-19の再拡大が発生し、その対応で納品を大
きく進め、流通在庫は増加しました。結果、7月以降は景気の先行き不透明感な

どから、流通在庫はこれまでよりも圧縮され、納品が思うように進まない状況とな
りました。
一方、店頭では一桁台前半で成長し、市場店頭シェアも安定しております。

構造改革を進めていたベビーケアについても、同様に在庫の調整はありました
が、中国産プレミアム品の売上高については成長をキープしております。

いずれにしましても、今回は主に流通在庫の影響であり、店頭での成長は継続し
ておりますので、業績への影響は一時的なものと考えております。

一方、その他のアジアでは、インドが好調を継続し、新たな成長ドライバーである
フェミニンケアの利益貢献も見えてまいりました。

また、インドネシアにおいても、フェミニンケアで付加価値商品による価値転嫁が
順調に進みました。

最後に、その他地域につきましては、売上高は12.3%増収、コア営業利益は
37.2%増益となり、コア営業利益率は1.9ポイント改善し、10.5%となりました。これ
を牽引したのは、中東とブラジル、北米ペットケアでございます。
中東については、第2四半期から、主にベビーケアを中心に競争力のある価値転
嫁を実践したことで、第3四半期では大きく改善が進み、サウジアラビア国内・海
外輸出も含め、成長軌道に乗せることができました。

ブラジルについては、原材料価格高騰の中、ベビーケアを中心に広告を積極的
に投下し、価値転嫁を進めながら配下を強化した結果、トップラインの高成長が
継続し、黒字が定着いたしました。
北米のペットケアにつきましては、第2四半期は流通在庫の調整で一時的に成長
は鈍化しましたが、7月以降は需要が回復しており、引き続き、昨年から猫おや
つなどの高付加価値転嫁商品が好調に推移し、収益性は高く改善できました。
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次に、資料の8ページをご覧ください。所在地別のコア営業利益率の推移グラフ
です。

当四半期は、中国での一時的な業績低下が影響し、連結における累計期間の
コア営業利益率は改善できておりませんが、当四半期の粗利率につきましては、
中国の件はありましたが、原材料価格高騰のピーク期を開けたコストダウン効
果と、日本を中心とした価値転嫁が進んだことによって、昨年第4四半期を底に、
順調に改善してきております。その結果、コア営業利益率も改善しております。
第4四半期から来期にかけても、継続した付加価値商品展開の浸透拡大により、
高い収益性基盤を構築してまいります。
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資料の9ページをご覧下さい。
海外売上高比率のグラフです。
構成比としては、海外が67.2%となりました。
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資料の10ページをご覧ください。事業別セグメント情報でございます。

パーソナルケアの増収減益につきましては、先ほど所在地別の中でお伝えしま
したように、日本を中心とした価値転嫁が順調に進み、原材料価格の高騰など
のコスト上昇を吸収できましたが、日本におけるマスク業績の減退や、中国の一
時的な業績低下などが大きく影響し、減益となりました。

ベッドケアにつきましては、増収増益となり、パーソナルケアの減益をカバーした
かたちとなりました。内容につきましては、こちらも先ほど触れましたように、日
本が価値転嫁を浸透拡大させたことで、原材料高騰の影響を吸収し、大幅な増
収増益となり、業績を牽引しました。また、引き続き北米が増収増益となりまし
た。その他では、中国やタイ、インドネシアといった東南アジアでも積極的に費用
を投下し、ペットケア事業拡大の準備を進めておりますので、費用が先行してい
る状況でございます。
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資料11ページをご覧ください。各通貨の為替変動による影響でございます。

各通貨のレート変動によりまして、決算レートにおける財務諸表の換算の影響
は、売上高は対2023年度第3四半期比較で約175億円の増収効果がありました。
また、コア営業利益につきましては、約22億円の増益効果がありました。
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次に2023年12月期の業績予想進捗の概要についてご説明いたします。

12



13ページをご覧ください。連結業績予想進捗のサマリーでございます。

当決算の進捗状況は、これまでご説明いたしました通り、中国の業績低下など
により業績予想からはビハインドとなり、厳しい状況ではございます。
第3四半期のトピックスについては、ご覧の通りでございます。日本を中心に価

値転嫁が浸透したこともあり、着実に粗利率は改善し、また中国の件を除くと、
他の国、地域も想定内で推移し、第2四半期課題であったタイやベトナムも改善
が見えてきております。
それを受け、業績予想達成に向け、すでに1カ月経過しておりますが、各国、各

地域での価値転嫁の浸透を確実に実践する中で、足元ではコスト負担が緩和さ
れており、引き続き外部環境に注視しながら、商品の価値と数量のバランスを取
りつつ、トップラインの成長・伸長に努めてまいります。

短期的には、中国の流通在庫の消化をいかに効率よく対応できるかが鍵となり
ます。店頭での成長は安定しておりますので、過度なマーケティング投資ではな
く、適正なコストで成長回復に努め、市場シェアの拡大を図ってまいります。
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資料14ページをご覧ください。
2023年12月期の連結業績予想のハイライトでございます。

内容については、先程、説明したとおりでございますので
説明は割愛いたします。
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次に株主還元政策についてご説明いたします。
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資料の16ページをご覧下さい。

当社の株主還元政策については、継続的な成長を実現するための事業投資を優先し
ながら、配当については、中長期的な連結業績の成長に基づき、安定的かつ継続的な
配当を実施し、また、自己株式の取得に関しても必要に応じて機動的に実施すること
で、2023年度も総還元性向50％の利益還元を計画しております。

16



資料の17ページをご覧下さい。

1株当たり配当金についてです。
2023年第2四半期末一株当たりの配当金は、1円増配の20円を予定通り決議
し、配当いたしました。
期末1株当たり配当金につきましても、1円増配の20円を実施する予定でござい
ます。
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次に、18ページをご覧ください。自己株式取得の推移でございます。
2023年度も、2月の取締役会で上限取得価額170億円、上限390万株の取得を
決議し、9月末までに予定通りの170億円を取得いたしました。今後も、安定的か

つ継続的な配当と自己株式取得を併せて実施し、株主の皆様への利益還元を
重要な経営方針の一つと考え、持続的なキャッシュフローの創出による企業価
値の向上に努めてまいります。
資料の19ページ以降、こちらもこれまでご説明させていただきました、中長期
ESG目標についての取り組みの状況の進捗でございますが、時間の関係上、説
明は割愛させていただきます。
以上で、2023年12月期第3四半期の決算説明を終了いたします。
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